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施設乳 児 の 言語発達遅滞に関す る研究

乳 児 の Vocalizationの 社会的強化に つ い て 一
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生 後　 上 　千　 鶴　子
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　　　　　　　　 1　 問　　　　　題

　施設 乳 幼 児 の 言 語発 達 の 遅 滞 に っ い て は、Brodbeck

と Irwin
，
1） の 指摘 あ る い は わ が 国で もす で に 早 く池

田 5） の 指摘 を まつ ま で もな く、共通の問題で あ っ た D

筆者 10）の 北九州市 に お け る IO年間の 追 跡調査 で も 比 較

的恵 ま れ た施設下 の 乳幼児に お い て すら、 運動 、 操作 や

社会的発達 な どに 比 して 言語発達 の 遅 滞は著る しい もの

が あ っ た 。 も っ とも こ の 場合 、 尺度上 の 問 題 も あ る し、

池 田 の よ うに正常児に 比 して 何年何 カ月 の お くれ とい う

よ うな厳密な比較は 困難 で あ っ た が 、 少 くと もそ の 遅滞

現象は 、施 設 で 保育 に 従 事 し て い る 職 員 の 等 し く認 め る

とこ ろで ある 。

　もともと乳幼児施設に 入所 させ られ 、 い わゆる man

to　 man の Maternal　Care を受け られ な い 社 会 的 背 景

自体が問題 に され る こ と もなくは な い が 、 生 後数 ヵ 月間

は 正常な 言語発達 を とげて い た乳幼児に お い て も、家庭

事情 に よ っ て 施設 に 入所す る こ とに よ り言 語発達 の
一

過

的遅滞を生 じる現象を見 る と、 矢張 り乳児期母子関係 の

欠如が言 語発達遅 滞を生ぜ しめ る重要な要因で ある こ と

を 認 め ざる を得ない 。 鈴木11）の い う心 因性言語 遅 滞 と

は 、 まさに こ の よ うな場合 を指 して い る 。

　施 設乳幼児 の 言語遅 滞 に っ い て 、江草3）は 普通の 家庭

児や 乳児院か ら家庭へ 復帰し た 幼児な ど を 比較しなが

ら 、 従来 の 始語期 、 発語数な ど の よ うな 測定法と角度 を

か え 、

一般的 言語発達尺度や 話語文の 品 詞構造、語 の 活

用 な どの 言語学的方法を 用い て 研究 し、言語 の 遅れを指

摘 して い る 。 そ して
丐
施 設児 の 言語の 遅れ は 言 語学的 に

見 て 本質的な遅滞 で は な く、 言語経験内容の 貧弱さを示

すもの で あ ろ うと思われ る
”

との べ て い る 。

一
方 、 施 設

の 環境 の 欠陥や 刺激 の 欠 乏 を具体 的 に 研 究 し た も の に

Rheingold8 ）や 田坂 12）らの 研究が ある 。 これ ら の 研究 で

は 乳児に 対す る お しめ の 交換 や入 浴 、 援乳な どの Care

の 種類は あま り変らない が 、 その 量 は 家庭児 に 比 して 施

設児 が よ り少 な い こ と、保育者 は 施設 の 方が 多 数 で あ

り、乳 児 と同室内に い る場 合 も多 い が、広い 施設 の 部屋

で は 乳児か ら離れ て い る こ とが多 く、 ひ と りの 母親が い

つ も乳 児 の す ぐそ ばに い る 状況 とは 異 な る こ とを 指摘 し

て い る 。
Gewlrtz 　4）の ひ と り子 と兄弟 の あ る 末 っ 子群の

比較 に お い て さ え も、母 親 との 相互作用 が 、 前者の 方に

2 倍 以 上 の 頻度 が あ っ た と して い る こ とか ら見て も、施

設児がい か に 養育者 との 一
対
一の 関係 に 不 足 して い る か

想像 で ぎる 。

　こ れ ら の 環境刺激 の 欠乏、養育者 と乳 児 と の 接触時 間

の 少な さが、その ま ま乳幼児の 言語発達遅滞に つ な が る

か どうか 、 換 言 すれ ば こ の 環境が改善された ら、言語発

達遅 滞が取 り戻せ る か ど うか が 問題 に な る 。 田 坂 ら は こ

の 点に っ い て
一

卵生 双 生 児 を 用 い て接触時間や異 っ た 環

境場面 をつ くっ て 研究して い る。その 結果、里 親に ひ ぎ

と られ た り、接触 の 多 い 乳児 、 あるい は 欲求 に 早く反応

して や る な どの 環境 に お か れ た
一

卵 生 双生 児 の 一方は施

設 の 乳 児 よ りも効果的 に お くれ を取 り戻 して い っ た こ と

を報告して い る 。 そ し て 結語 と して 、 接触時間 の 長短

よ りは、一
定時間規則的に 愛撫 の 機会を与え る こ と、子

ど も の 欲 求 に 早 く反応す る こ と の 大切 さ を強調して い

る 。

　　　　　　　　H 　研 究 の 目 的

　上 の問題に お い て も明らか な よ うに 、 施設乳幼児 の 言

語発達遅滞は 環境条件、特 に 養育者 との 入間関係 に お い

て 接触の 在 り方が 問わ れ て きた が 、こ こ で 我 々 が 問題 に

した の は 、これ ら乳幼児の 言語発達遅滞が生 じる前 に 遅

滞 の 防 止 、発達の 促進的な 刺激強化が な し得 な い か とい

うこ とで ある 。 施設児の 言語発達 遅滞が 問題 に な る の は

殆 ん ど 6 ヵ 月を すぎた乳 児か ら で あ る 。 従 っ て それ ま で

に 適当 な 刺激を 受けて 言 語発達 の 素 地 を 培 え な い で あろ

うか 。

　 6 ヵ 月前の 言語発達 の 基礎と して 考えられゐ も の に

Vocali2ati。 n が ある が こ れ は 音声 と言 語 的 象徴面 を 共 に

満た す方向へ と発達変化す る9）の で あ る 。
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　 こ の 言語発達 上 重 要 な意義を もつ Vocalization に 関

し て
一

つ の 実験 が あ る 。それ は RheingQld9）、Weisbergl3 ）

などに よ る も の で 、 特に前者は VocalzatiOn を 子 ど も

の 社会的反応の index し とて と りあげ 、 子 ど もの Vocali・

zation が お こ なわれ た ときの それ に 対す る大人 の 反 応

が operant 　 conditioning の 原理 に よ っ て 強化者 と して

働き子どもの 社会的発達 を 促す と して い る 。 そ の 実験刺

激は 3 分を基礎 として 乳児 の Vocalizationに 対 して笑

い か け 、 声を出 し、お 腹 を さわ る とい うよ うな ご く小さ

な愛撫 で あ っ た に もか か わ らず、そ れ は 田坂 らの 条件、

すなわち
一

定時間規則的愛撫接触 の 機会を与 え る とい う

こ とと、 更に は時間の 長短に 余 りか か わ りない とい う条

件刺激 に 近 い も の と して 強化 され た もの と思わ れ る 。

　 『小 さ な小 さ な刺激 で 、 か つ そ の 刺激 の 短時間 の 継続

で 、乳児 の 初期発声を 促 し、強化 で ぎ る とい う こ とは 施

設児の 言 語 発 達遅 滞 を、その 初期か ら防 止 で きる 』役目

を果す と共 に 、 人手 の 乏 しい 現在 の 施設 の 保育者 に と っ

て も執 り得 る ご く自然 な 役割 とい 5 こ とが で き よ う。

　こ の 研究は 、　Rheingold そ の 他 に よ る 実験仮設、す

なわ ち 言語行動特に 初期 の 非叫 「奐発声が 日常的社会刺激

に よ っ て 強化され る とい う仮設 を検証 す る と共 に 、 これ

ま で の 実験 で 余 り明ら か で な か っ た 個人 の 変化過程を 、

強化が 個人 に よ っ て どの よ うな効果 の あ らわ れ 方を示 す

か とい う形 で 採 りあげ検 討 した もの で あ る 。

　　　　　　　　m 　研 究 の 方 法

　L 　 被　験 　者

　実験 の 対象に な っ た の は 、実験当時健康で 比較的早 い

時期に乳児院 に 入所 した 乳児 3 名で 内 容 は Table 　l の

通 りで あ る 。

Table　 1 実 験 対 象 児

S ・10 ；5 「 105
　 　 r

・ ・si ・ ・4

… 1　 87i
’

95

… 1 ・ ・3 「 83 い ・884i

　被験児 は 、 生 活年令 が 約 3 ヵ 鳳 4 カ月、 5 ヵ 月 とわ

かれ て い る 。
Rheingold らの 実験 で は 殆ん ど 3 ヵ月児 で

あ っ た が 、 収容 され て い る 対象乳児が少な か っ た こ と

と 、
4 カ 月 、

5 カ 月児 で あ っ て も、非 叫喚発 声 の 時期 で

あ り、 実験 目的か ら妥当 で あ る と して選 定 した 。 な お 被

験児 S ・H は 口唇、口 蓋裂 で 、まだ治療手術は ほ どこ さ

れ て い な い 。 北 九 州 市 八 幡乳 児 院 は、よ りよ い 施設 保育

を 目ざ し、 数年来入 所乳児全員に 対 して 津守式乳幼児精

神発達検査 を お こ な っ て い る 。 また 乳 児に は、それ ぞ れ

担当養育者が い て 、 そ の 養育者が毎月
一

定 の 時期 を 選 ん

で検査 を実施して い る。
Table　1 の 発達指数は 、こ の 検

査の 結果 を そ の ま ま 採用 した Q

　な お N ・S 児 の 2 ヵ月時 と 3 カ月時の 発達指数は 、 担

当養育者 が か わ っ た た め 行わ れ て い な い 。 4 ヵ 月時の 発

達検査は 、新 しい 担当養育者 と後上 とで 実施 し た もの で

ある 。

　2． 実 験 内 容

　実験は 、 無強化条件期間 と、社会的強化刺激に よ る 条

件 づ け期間 と、消去期間 の 3 期間に 別 れ る 。

　 。 Baseli
⊇g 無強化条件 期間　 2 日間

　実験第 1 日 目 と 2H 目で あ っ て 、 実験者 は ベ
ッ ドに か

ぶ さ る よ うに 立 ち、乳児の 顔か ら 50cr1 の あ た りに 無表

情 な顔で 立 っ て 乳 児 を見 る 。 観察者 は 乳児 の 表情 、 発声

が把 握 で きる 範 囲 の 距 離に あ っ て 、チ ；ッ ク リス トに 従

い 乳 児 の Vocaliza三〇 n
、 微笑、その 他 の 情緒行動の 出 現

を記録す る 。 実験者 は乳児 の 視 野 を 保つ た め必要な と き

頭を動 か して よ い o

　。 Co 頭ltioning社会的強化剋邀蠖 よ る 条件 づ け期間

　　 2 日間

　実験第 3 日 目と 4 日 目 で あ っ て 、実験 者 は 乳 児 が

Vocalizatien をお こ なっ た と きは た だ ち に

　   　 は っ ぎ りと微笑 し、

　   「よ し」 を 3 回 や さ し くい い 、

　   乳 児 の 頬 を か る くさわ る 。

の 3 種類 の 刺激 を す ばや く、な め らか に 与 え る。乳 児 が

Vocalizationを お こ な っ て い な い と きは 無浅情 を 維 持

する 。 観察者 は 無強化期間 と同 じで ある 。

　な お 、強化刺激の     は 、Rheingold で は   「tsk 」

と 3 回 い い 、   乳児 の お 腹 を か る くさわ る と し て い る

が、日本 の 養育者が通常乳児 を あや す と きに 自然 に い っ

て い る こ とや ふ れ や す い こ とを考え て 、 同程度 の 本質的

に は 異 ら な い反応 と して前述 の よ うに 置きか え た 。

　・ Extinction 消去期間　 2 日間

　実験第 5 日 目 と 6 日 目で あ っ て 、 第 1 日 目と 2 日 目

の 無強化条件期間 と同 じ く、 実験者は 乳児の Vocaliza−

lien に 反応す る こ となく、無表情 で ベ ッ ドの 上 に か ぶ

さる よ うに 立 っ て い る 。 観察者 も無強化条件期間 と同 じ

く記録 を 続け る 。

　実 験 の Vocalization 等 の 出 現数 の 測 定 は 3 分間を 単

位 と して 次の よ う に 行 な う。 即ち 、 最初 の 3分間実験

し、 出現数を 記録す る 。 次 に 2 分間休憩す る Q こ の 時実
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験者 と観察者 は被験児の ベ
ッ ドか ら離れて い る 。 次 に ま

た 3 分間実験、記録 す る 。 また 2 分間休憩 し、 最後に 3

分 間 実験、記録 す る。こ の 経過 を 図 式化す る と FT9．1 の

通 りで、こ れ を実験 1 ブ 卩
ッ ク とす る 。

一

　 　 3 分 実験 2 分 休憩　　 3 分 実 験 　2分休憩　　 3 分実験

Fig．1

　 こ の 構成 の ブ ロ ッ ク を実験 の それぞれ の 日に 3 ブ 卩 ッ

ク 行なう。 従 っ て 実験全体 を 通 じて 1 人 の 被験児に つ き

1 日18ブ ロ
ッ クを 行 な うわ けで ある 。 また 原則 と して 、

1 日 の うち 2 ブ 卩 ッ ク を午前中に 、残 り 1 ブ ロ ッ ク を 午

後に 行なつ た 。

　3． 観 察 項 目

　（1 ）　Vocalization

　被 験 児 が 発 した 連続 しな い 音声を すべ て Vocalizatien

と して 数え る 。 し か し幼い 乳児な どが特徴的 に 発する よ

うな不 自然 に しぼ り出 す叫声や 、 咳 音 、 キ イ キ イ 声 、 吸

気音 な どは 、Vocalizationと して 数え ない Q い や が っ た

り、 泣 い た りなどの 範曙に 入 る よ うな 発声は 、別に 情緒

的 な 行 動 と して 記 録 す る 。 音 声的 な 特徴は 記 録 し な い 。

　（2 ） 微 笑 反 応

　Rheingoidの 実験で は観察され て い ない 項 目 で あ る

が 、Vocalizationと同 じ く、 しば し ば 乳児 の 社会酌反応

性 の 指標 と して用 い られ る こ とか ら、 同
一

刺激 に 対す る

Vocalizationの 出 現数との 相関関係を み る た め に とり

あげ た 。

　（3 ） 情緒的行動

　観察期聞中 、 情緒的だ と思 わ れ る反応 の 数 も 記 録 す

る 。 こ れ らの 反応 の 主 な もの は 、 い やが っ て 低 くうめ く

よ うな声を 出す 「protest」 と、 す す り泣 きか けの ひ っ

か か っ た よ うな声を続けて だす 「fusses」 や、大 声で 泣

きつ づ け る 「cries 」 な どを数え る 。

　4． 実験者 お よび観察者

　観 察 は 後上 が 行 っ た 。実験 は 乳 児 院 の 保母 さ ん 2 人 に

実験内容を よ く理解 して い た だき、 被験児以外の 乳児を

．使 っ て 練習打ち 合わ せ の 後、行な っ た 。

　　　　　　　　IV　結 果 と 考 察

　｛1｝ Vocalizationの 検討

　実験 の 結果 、
Table　2 の 測 定結果が得 られ た 。

　 これ に 基 き Vocalizatien の 条件別変化を 示 し た の が

Fig．2 で ある 。

　 こ の 実験 で は、被験者が 3 名とい う少数で ある こ と、

3

Tab ［e　2　測定結果一覧表

s ・1

・ ・ 1・

1 16116 　 4

第　 ll1

　　 皿

目　 計

平均

・1・61 ・4

14 ・「・

39「・3
，…26

131118 ．7

N ・S

VS 　　E

S ・H

V ・ 「・

・71 ・

1

第　 ll2

　　 皿

　 1
’−M1．

12
「

4

・il ・

40i　 7
　 1

2215

・・「・

2　 　0

日　 計 38　 24

13・・1…
・i・・1・

1239

「・・

平均 ・2・7「sl ・8

1 381 ・・1・

・5「・

12

3812

．7

「16

第 ・ 1 ・・ 341 ・［・・

3　　 皿 451 ・gl ・9［・・

・1・81 ・・「・

・1281・1・

・・1・51 ・1・

・67 ・1・61 ・7

8，712

311・

314

・… i… 1・ ・

31

1558

1「2110

、 計 ・Ml ・・31 ・・IS・

2104

［ 3
　 1

1　4、7134．7
　 　 18114

・61541

1221

「・・149

23

　 　

98128

・・i26243
レ7

183010

平均 4… 5137・・1・… 「・6・・｛… 1・6・・

1 ・・1・・

．
・ 66　 12　 15

60

「・・

43145

81「・照 ・

第　 H 7143j 　 4

4　　 HI321 『 3°

・7「・6［・・

・81 ・3

・・「・

日 計 ・73 ・・2「・・1・7r ・・

平均 i・7・・1・7・7B ・1… 　・1・・

9201241

・57

・・1　・・5
　 1151145

1 ・21 ・261 ・9［・112］
第　 ll ・3［13 ・41 ・・1 ・1・1
5　 　 皿1 ・・ 2… 巨31 ・1 ・

日　 計 1・6 ・81Ssl …1・2i ・7

8285

42

155

201　 6
　1 −、−t72631366

・・1・・

122 24741

・「72

平均 L3，，・ ・6・8・32 ・｛・團 ・… 「・7i ・4

第

6

日

夏 4323 い26i ・1・・1・・「・125
H 3221 ・31 ・ ・1 ・［・91 ・121
皿 6217 ・4「341 ・1・3i ・・1・1 ・

計
　　　 1137161

・9「・・i ・［36「・741 ・3「49

平帥 5・・「… 3 ・3ト5・3 ・1・2158
；
4・・「・6・・

（注）　V ：Voealization

　 　 　 Behavior

S：Smiling　E ：Emotional
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100

ヴ

1・・

薯
」
ン 60
ジ

窕
i｛・・

；
夛・・

量

150

100

50

（
V
数）

L 　　　L＿＿i　　 一
Base　line　　　CondltLDni囗g 　　　Extmc こion

　 　 　 　 Fl9．2

1　　 2 　　 3 　　 4 　　 5　　 6 　（日）

Fig．3

実験 条 件 の 変 化 も 同
一

被験者 に よ り試み られ る の で 、そ

の 測 定値が 真 の 意味 で 独立 で は ない こ と、また 同
一

条件

に お い て 2 日間、ブ P ッ ク に し て 6 回、 3分 の 測 定単位

で は 18回 の 測定が お こ なわ れ る の で 、そ の 測定 の 順序に

よ っ て も影響の 現わ れ か た が 異 な る の で は な い か と考 え

られ る こ とな どを 考慮 して、実験条件 と測定 の 順序 を共

に 効果要因 と して と らえ 、 分散分析を用 い て そ の 有意性

を 検定す る こ とに しte。
　Table 　3 は その 基礎 となる べ き

もの で 、実験 1 ブ ロ ッ ク の 構成単位、3 分間 3 回 の 測定

値 の 平均 を示 した もの で あ る 。 こ の 平均値 か らさらに 被

験者 3 名 の 平均値を求 め 、Table　3の ブ ロ ッ ク ナ ソ バ ー

を 測定順序 とし て 、2 日間つ つ の 実験条件 と と も に 効果

Tabre　3　3 分間単位 と し た 1 ブ ロ ッ ク の 平均値

」　 S ・I　　　　　 N ・S S ・H

・ 1・1・ …・ 「・ 1・ ・ 1・ 「・

第

1

日

第

2

日

第

3

日

第

4

日

第

5

日

第

6

日

1 ・ 「… i… 11・・「…
／1　
… 2・・1… ’

・… 1…
川・「・・

鄲
・

皿 314 ．72 ．3

「4・・ll・… 陣・「L ・一

　 　 　 　 1
’．

言十　 13．OI10．9
　 　 　 　 1

平 均 團 ・ ・

il ・四 …

H

皿

・ 4・・「．8・・
・「… 1 ・

「・ 73 ・・圓 … 8・… 71　…

「… 11訓呻 ・・「・… 1… i…
2・・1…
「1・・

圓 … ［・・gl … 1　・ ・

4．03

・・1 ・ ・ 31 ・・3j… 「7・・
・い b・7匡・100．3

13・・「4・・1・・・ … 國 。・7
「
2・・

計 1・2・・
平 均 「…
1H

皿

・・中・ ・i・2・・1… 癖 ・i…
’

・…

… 極・1… 「・ ・1・・rl・L5 嶋 ・

・ 12・7瞳
23

計

平 均

1・ ・」塾 幅 1・ ・1両 ・

・… i・… 図 7・・ … 4・・1・2・7」9・・……
15，0・・幅 1・ … 31啣 ・1・・71・4・3
54・7ilゆ ・1
18．2

・6・・ 7・・1呻 ・中… 1・8・・
12・・1　… 團 … 15．427 ．08 ．616 ．1

il ・ 1・3・・瞬 ・吻・ … i… 1・5・・1　・・　・1・5・・
・ 1・ 「・3・・「14・・11・・il9・・1・ ・1　・・。1・… 1・…

皿 3

計

v 均

・… 図 … 中・ ・IL・1・ ・
il52
・・ 9・・

・Z ・137・・i・3・・5… 1・… 1・6・・！・5・・2…

五 ・トー ・・9・・1… 國 ・8・・［7・・
Il ゆ ・ 4・・ 2・・「… 國 ・ ・［9・・ …

2，04

．322

、O7

．38

．0

・ 「・ 匡・ … 1・… 「3・・1… 1… 「28・・1呻 ・・

皿 ・ 「・… 7・・「・5・・ド・11・・「・… 4・・ …

計 ｛・5… 6・・2・ 32 … 4・・國 51・・ …

平 柳 ・ 8亅・・3「9・・i… 」・・4［・1　・1・7・・ O．6

13．724

．O

一
Ii ・ … 31… 71・ … 1… 「2・・ 6・・1・…
川・

ml ・

計

平 均

1… 1Z・ … 1… 「… 「… 1…
… 　・1　・・　・1　… 1・… 1 ・1・・3127・・
・5・・2・脚 i… 　・［… 「・2… 7・・

8，0

… 1…
・1　…

2・・1・・7
i…

・5・26 ・・ 蜩 ・ ・「… 圓 ・9・・巨・

16．35

．4

（注）　V ：Vocalization　S；Smihng 　E ：Emotional
　 　 　Behavior
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Table　 4　 Vocalizationへ の 実験効果 の 検討 Table 　5　S ・1 の Vocalizationの 実験効果 の 検討

SOUTce

Condions

OrdersError

TOta1

SS df

869．17163

．72355

，09

257

MS

434．5932

，7435

．51

F

1387．96

Source

　 ＊＊

12，230

，92

Conditions

OrdersError

17 Total

SS

811．17295

，86225

，88

1332，91

df

2510

17

MS F

405．5859

，1722

．58

　 　 　

17．962

．62

（注）　
＊ P く ．05　

＊＊ P く 、0王

検定 した 結果 が Table 　 4 で あ る 。

　 こ の 結果 、 実験条件 の Voculization出現に与え る影

響 の 差は 、 1％水準 で 有意 で ある 。 ま た 測定 の 順序に お

い て は 、 有意な 差 は ない 。 こ の よ うに 実験条件 に 差が あ

る こ とは わ か っ た が、実験条件の うち 、 Base　line と

Conditionillgと Extinctionの どこ に 有意な差 が あ る

の か を検討す るた め 、
3 被験者 の 平均値を条件 ご とに さ

ら に 平均した もの を もとに し て 、
t テ ス ト に よ り検討す

る と次の よ うで あ っ た 。

　1） Baselineと Conditioningの 条件間の 差 は 、

有意で あ る 。 　（t ＝4．　906　 P ＜O．OOI）

　 2） Conditioningと Extin6tion の 条件間 の 差は 、有

意で あ る 。 （t ＝3．019　 P く0・02）

　3） Baseline と Extinction の 条件間の 差 も有意で あ

る 。 　（t ＝1．887　 P ＜ 0．1）

　以上 の こ とか ら、VocahzatiQnは 無強化 で ある Base

lineの と きに く ら べ
、 強化を 受ける　Conditioning の

期間 の 時に 最も増 加 し、 ま た無強化な Extinction期間

に お い て 消去す る こ と がわ か っ た。しか しそ の 減少は

Baseline の 線ま で もどる の で は な く、 若 干の 増加が み

られ 、 有意で は ない が Fig　2 に も み られ る よ うに 、 い

くぶ ん 強化 の 影響が 残 っ て い る の で は な い か と推測 され

る 。

　 こ れ ら の 実験結果が 被験者 そ れ ぞれ に お い て は どの よ

うに 現わ れ て い るだ ろ うか 。

　 Fig．3 は Vocali7・ation の 出現 の 変化過程 を被験者 別

に 1 ブ ロ ッ ク 平均出現数を単位 として 表わ した もの で あ

る 。 結果か らも明白な よ うに 、 か な りの 個人差がみ られ

る 。 こ の こ とに よ り、3 者平均 か らの 統計的考察に は 、

被験者名個 々 の 変化内容を さ ら に 詳し く検討す る 必要が

あ る と思わ れ る 。 そ の た め 、 前掲の Table4 と同様の 方

法 で 個人別 に実験の 影響を 検討 した 結果 Table5
、 6、

7 の よ うに な っ た 。

　 こ の 結 果 、被験者 3 名 とも程 度差 は あ っ て も （S ・I

S ・H が 1 ％水準 QN
・S が 5 ％水準）実験の 各条件 に

Tabie 　 6　N ・S の Voca ！izationの 実験効果 の 検討

Source

Conditions

OrdersError

SS

329．0858

，48287

．　85

Total
．

1　 675．41

df

2510

17

MS

164．5411

．6928

．78

F
　 　 ＊

5，7160

，406

Table　7　S ・H の Vocalizationの 実験効果 の 検討

Source ｛ss

Conditions

OrdersError

df

2464．49844

．221630

，17

Total i　4938・　SS

2510

17

MS F

1232．24168

．84163

．　02

　 ＊＊

7．558LO35

よ っ て、 Vocalization に 与え る効果 で は 有意な差が あ

る こ とが わ か っ た 。 しか し 、 測定順序 は 有意で は なか っ

た 。

　さ らに 条件間 の 差 を、平均対 として t テ ス トで 検討す

る と次 の よ うで あ っ た 。

　1） 無強化の Baseline と社会的強化刺激 を 与 え た

C ・ nditioning の 二 っ の 条件間で は 被験者 3 名 と も 有 意

な 差が あ る 。

　　 S ・1　；　t ＝ 5．865 　　P ＜ 0．OOI

　　 N ・S 　；　t ＝3．170 　 P ＜0．01

　　 S ・H5t ＝3．　795 　 P ＜O．　Ol

　2） 強化条件 と無強化 の 消去期間 の 二 つ の 条件 間 で

は 、S ・1 の 若 干 あ い まい な信頼 を除 い て 、他 の 2名で

は 、 そ の 差が 有意 で ある 。

　　 S ・I　l　t ＝ 1．894　　P ＝く 0．1

　　 N 。S 　l 　t ＝2．　612 　 P く 0．05

　　 S ・H ； t ＝2．635　 P 〈0．05

　3）．Baseline と Extinctionの 二 っ の 無強化条件間に

お い て は 、
S 。1 以外 の 差 は 有意で は な い 。

N 工工
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　　 S ・1 　； 　t ＝3．707 　 P ＜0．01

　　 N ・S 　；　t ； O．549 　 P ＞ 0．5

　　 S ・H ；　t ＝ 1．160 　 P ＞ 0．2

従 っ て 、 Baselineと Conditioningの 間で は、　Vocaliza・

tion が強化条 件 に お い て 有意 な増加 を 示 した と い え る

で あ ろ う。

　ま た増加 し た Vocalization は 次 の 無強化 の 消去期間

に 被験児 S ・1を 除 き、減少 し消去 され た とい え る で あ

ろ う。

　Baselineと Extinction の 二 っ の 無強化条件 間 に は

S ・1以 外 に は 条件差が み られ な い 。 こ の こ と は 、S

・1以外は無強化の 消去 に よ り、ほ ぼ等 し くそ の 出現数

が 減少す る とい うこ とと、
S ・1で は 、 強化条件期間が

終 り、消去期間 に 入 っ て も著しい Vocalization数の 減

少 はせ ず、 む し ろ Baselineの 時よ り、そ の 数は 増加 し

て い る とい うこ とを 示 して い る 。

Tab 【e　8 　Vocalization に 対す る条件差 の 検討

　　　　　 （U テ ス ト）

謙
s °1 … 　 1 …

磯 水 準睡 i水 準「有壁水 準

B 广 ・ ・ 1・

・ r ・ ・ 1・

× X

10｝・％ 」Ol ・・％

』 1
− ・ ・ 1・ il・％ 1・ X

B1 − ・ if ・ ・劉 ・ i・ ％ 1・

・ r ・・ 1・

・・
一・・ ［・

・％ 10 ・ ％ ○ τ・％

・％ 1・ ・ ％ ・

・ ・
一・ ・ 「・ ・％ 1・ i ％i・ i・％

C1− ・ ， ）・ X ×

C1 − E2 　　 x 10｛・・％ 1・

・・
− E11 ・ 吻 り ・％ 「・ ・％

・・
一・・ 1・ 1・ ・劉 ・ ・ ％

　 　 　 　 　

B ・
− EIl × X ×

B 厂 ・ ・ 1・ i・・％ 「・ X

・ rE 　iI ・ × X

・ ・
一・

・ 1・ ・劉 ・ ×

（注
’
）　B1 ：Baseline　1 日 目

　　　　　 日 目

　　　E1 ：Extinction　1 日 目

　　　○　：有意差あ り　 x ：

C1 ：Conditioning　1

有意差 無な し

　こ の よ うに 、同 じ刺激条件 で も被験児に よ り、 そ の 影

響の 現わ れ か た が か な り異な る の で 次 に 被験児そ れぞれ

の 変化過程 を 現象的lc追跡 して 考察を加え よ う。

　な お Table　8 は 実験 1 日づ っ の 条件差 を 個 人 別 に U

テ ス トで 検定 した もの で あ る
。

　Fig，4 は被験児 S ・1 に っ い て 、3分間 の Vocali・

zation 平均値を ブ ロ ッ ク ご とに 追 っ た もの で あ る 。

L− 」　L 」 　L ＿」 　L 　L一 　一

　 Base　line　　　 Conditiening　　　　Exti冂ction

Fig，4

　 S ・1 は 被験児 3 名の うち最も年長 で 、 乳児院 に 入 所

した の も 1 カ 月 に 満 た な い 時 で あ る か ら、乳児院生活

も
一

番長 い 。 しか し 、
Gesellな どに よ っ て 示 され た 施

設 の 乳 児 に 現れ る 問題反応 の うち 、ぼ ん や り し た表情

や 、 無気力 さ な どの 発生す る 時期 で あ る の に 表情豊 か

で、社会的反応も進 ん で い る よ うに 見受け られ た 。

　 とこ ろ が 、 本児 の 最 初の Baseline 期間 に お け る 3 分

間の Vocalizationは 平均 4．2〜4．3 で ある 。 3 ヵ 月児

を 対象 とした Reingold の 結果で はそ の 値が 13〜14ぐ

らい で ある か ら、 すで に 発声数に お い て 遅 れが顕著に 現

わ れ て い る の で あ ろ うか 。 若 しそ 5だ とす れ ば 、こ の 遅

れ は 大きい とい わ ね ば な らない 。

　 と こ ろ で 、こ の S ・1 の 変化過程で 、 最 も特微的 な こ

とは 前述 した よ うに 、そ の 消去期間 で の Vocalization

減 少の 少なさで ある QTable 　8 か らもわ か る よ うに 、 他

の 被験 児 2 名に は 見 られ な い 消去期間 の 1 日 目 と 2 目 目

の 条件間 の 差が 有意な結果 を 示 して い る 。

　また 他 の 2名 で は 、 強化条件 の 1 日 目 よ り 2 日 目の 方

が Vocalization の 出現 数が多い の に 、
　 S ・1に は それ

N 工工
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がな い 。 強化刺激を与えられ る とた だちに 反応 し、 強化

第 1 日 目に して 早 くも全過程 の うち 最 も高 い Vocaliza−

tion 数値を 示 し、 他被験児 と比べ て 消去 も最も少な い 。

こ の 点 に つ い て は 、   年令 に よ る もの 、   D Ωに よ る も

の ．  社会的反応性 に よ る もの 、 な ど と考 え られ る が こ

の こ とは後で も 5　一度it討を加えたい 。

30

0．2

10

8…

」

・

1

苧
21…

｝

…

田寧
…

田

Fig．5

　次に 被験 児 N ・S に つ い て そ の VocaZizationの 変化

過程をブ ロ
ッ ク 順 に 追っ て い くと Fig　5 の 通 りで ある o

　本児 は 生後1 カ 月ほ どで 乳 児院に 入所した 。 入所時の

発達指数 は 不 明だ が 、 全 体的 な 印 象 と して は 、不 活 発 な

感じで あ る 。

　大声で 泣 くこ と も少な く、身体や 手 足 の 動きもに ぶ い

よ うで あ っ た 。 本児 の Baseline に お け る Vocalization

の 平均値も低 く 4．5〜4・2 で ある 。 D Ω84とやや遅れが

み られ る。

　Vocalization の 変化過程は i 他の 2 名に比 べ て カ ーブ

が ブ ロ ッ ク ご とに 急激な変化 を示さず、常 に 均
一

的 で あ

る 。 さらに 強化刺激 に 対 して も 、
S ・1 ほ ど反応は早

くな く、 漸次影響 を受けて い っ て い る よ う で あ る 。

Table 　8 で 強化条件 1 日 目と 2 日 目に 有意な 条件差 が現

わ れ 、
2 日 目の 方 がず っ と Vocalization の 増加傾向が

ある。 しか し S ・1で は 、 か な り強化効果の 残留が 認め

られ た の に 、本児で は 強化条件期間 と消去期間 が 、 第1

日 目相互 を 除け ば 有意 な 条件差を 示 し て 、
V ・ caliza ・

tion の 減少を み せ て い る 。

　 N ・S 児 の 場 合 は 、条件 づ け られ て い る とい 5風で 、

7

自分か らは 積極的 に 働ぎか けず 、 刺激が あ っ た時の み 反

応す る とい う傾向が うか がえ、そ の た め よ りい っ そ う環

境刺激 の 重要性が 感 じられ る 。

　最後 に N ・H は 生後 1 ヵ 月目 に 乳 児 院に 入 所 して き

た 。 そ れ まで は母親 と同 じ病 院 で 育 っ た 。 口蓋裂 の た

め 、 乳 児院の 他 の 乳 児 と同 じ よ うに ベ ッ ドに 寝ながらひ

と りで 飲む とい うこ とが 困雛な の で、た い て い 保育者 の

ひ とりが抱 い て 授乳 して い た。

　 その た め 他 の 乳児 よ り若千 、 養育者 との man 　to　man

関係に 恵まれ て い た とい え る 。 そ の た め か D ・Ω は下 降

せ ず 、
108 と乳児院 で は 高 い 方 で ある。

　 S ・H の Baseline で の 　Vocalization平均値は 、

7．　9・−11．5 と 3名の 被験児 の 5ち最も高 い
。

’
70

60

150

4D

30

20

10

123456789101112131415161718

L 　LL ＿」　L 　L＿」　L一

　 1　　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6

Fig　6

実験全 ブ Pt ッ ク を通 じて の 変 化 過程は Fig．7 の 通 り

で あ る 。 本児の 場合 、 問題 とな っ た の は 発 声の 判別で あ

っ た 。 口 蓋裂があ るた め か 、 うが い を して い る時の よ う

な 音 を よ く発 した 。 し か し呼吸 も よ く統制 され て い る

し、注意を 強 くひ くよ うな 強い 発 声 で は な く、他 の 河か

の 欲求や情動な ど と も結びつ い て は い な い よ うで 喉 音 と

思わ れ る の で 、
Vocalization と判 断 し た 。

　本児の 変化過程は 、 前述 の S ・H と N ・S の 中間的な

も の だ とい っ て よ い 。 た だ 無強化条件期間 と、強化条件

期間 の 間 で 本児だ け 条件間 の 有意差 が な い 。こ れ は 強化

条件期間第 1 日 目に 、
1 ブ ロ ッ ク 3 回 目の 3 分閭 を 1 日

3 ブ v ッ ク とも泣 い て い た か らで 、 後で もふ れ るが 、強

化 の 刺激の み で は あ き た らず、接触 を求 め る か の よ う

に 実験者 の 顔を 見 な がら泣 い て い た 。 その た め 、 強化

刺激条件の 時、1 ブ ロ ッ ク 中2 回の 3 分間 は か な り

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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V 。 calization 数が増加 して い る に も か か わ らず 、 1 日

の 平均をみ る と顕著な差は み られ な か っ た 。 従 っ て 、強

化期間第 1 日 目と消去期間 に も、 有意な条件間 の 差は な

い 。 しか し、第2 日 目 との 差は N ・S と比 べ て 水準がひ

くく、 強化条件期間 の 影響が 少 し残 っ て い る も の と も考

えられ る 。

25

　 20
ス

マ

イ

リ 15
ン

グ

出
現 ！ 

数

40

30
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5

123

Fig．7

456

123

Fig．8

456

  　SmMng 　reaction の 検討

　実験 の 結果か ら Vocalization の 時 と同 じ よ うに 、 ブ

卩
ッ ク の Smiling出現合計数か ら対象児全体の 平 均 で

比 較す る と、Fig．7 の よ うに な っ た 。 これ を個人別に 示

した もの が Fig．8 で あ る 。

　 こ の 微笑 反応に お い て も V 。calization と同 じよ うに 、

実験条件に よ っ て 明 らか な 変化 を して い る こ と が わ か

る 。 個人差 も伺 じよ うに 大 きい 。

Tabie　g　Smiling へ の 効果 の検討

Source

Conditions

OrdersError

SS

128，035

，817

．58

df MS F

2510 64．021

，160

．76

　 　ホ

88．051

．52

Total 141，42　　 17

　 Vocalization と「司様に 、　 Smiling へ の 実験効果を 、

条件 と測定順序を要因 と して検討す る と Table　9 の 通 り　
’

で、 1 ％水準 で 実験条件間 に 有意な差があ っ た。しか し

測定順 序に は 差 は み られなか っ た Q さ らに 条件間 の 有意

な 差 が ど こ に ある の か t テ ス トで検定する と、次 の こ と

がわ か っ た 0

　1） 無強化 の Baseline と社会的強 化刺 激条 件 の

の C 。 nditioning の 二 つ の 条件間に は 有意な 差が あ る 。

（t ＝12．227 　P く 0．001）

　2）　強化 の Conditioning と無強化の Extinction の

条件 に は 、 有意な差がある 。 （t ＝9．901P く0，001）

　3） 無強化条件 の Baselineと Extinction の 条件間

に は 、上 記 の 1 ，2 よ り信頼度は 低 い が有意差があ る 。

（t ＝2
， 326　　P 〈 0．05）

　 こ の こ と か らi 全体 と して Smilingは Baseline の

時 よ り、 Conditioningに お い て 有意に 増加 した とい え

る で あ ろ う。

　ま た、Conditioningか ら Extinctionで は 有意 な減

少を示すが 、 Baselineの時よ りは増加 して い る とい え

るだ ろ う。

　しか し被験児が 3 人 で あ る こ と、 及 び 個人差の 大 きい

こ とか ら 、 個人 へ の 実験効果 の 判定 が必要とな る。そ こ

で 被験 児 別 に Smiling に 関 し て 検討す る と、　 Table　IO、

11
、　 12 の 通 りで ある 。

　こ の 結果、被験児 3 名と も 測定順序に は 有意差 は な

く、実験の 条件間 に 1 ％の 水準 で 有意差 の あ る こ とを 示

して い る 。

　更に また 、 条件を 対 に して そ の 間 の t テ ス トを 実施 し

N 工工
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Table　10　S ・1 の Smiling へ の 実験効果 の 検討

Source SS

ConditiQns

OrdersErrQr

273．5860

，3740

．17

df

2510

MS

136．7912

，074

．02

F

　 　 ＊＊

34．033

．00

Total 區 ・2117

期に 著る し く有意な Smilingの 増加を 示 し 、 強化刺激

を受けなか っ た時期に お い て は急激に そ の 数は 減少 し た

こ とがわ か る 。 S ・H とN ・S の 2 名は、も との Base−

Iineとほ ぼ 同 じ状態に まで 戻 っ た が、　 S ・1 で は Base−

lineの 時 よ りは 増加 して い た とい え よ う。

　上 記の 結果 に 見 られ る よ うに 、現象的に は 社会的刺激

に 対 して 3 名と も
一

様 に Vocalization よ り、
　 Smiling

の 形で よ り敏感に反応 して い る よ うで ある 。 そ の 変化過

程 に Vocalization ほ ど の 個人差 は なく、む しろ 程度

Table　 ll　N ・SSmilng の へ の 実験効果 の 検討

Source

Conditions

OrdersError

TOtal

SS

18．564

．218

．73

31，50

df

2510

MS

9，28

F

　 　 　 　

10．63

0．84　　　0．96

O．87

17

Table　 12 　 S ・H の Smilingへ の 実験効果 の 検討

51

　

　

　

　

　
10

ス

マ

イ
リ
ン

グ

の

平
均

出
現

数

5

Source

Conditins

OrdersError

Total

SS

192．377

．965

．74

df

2510

MS

96．191

．590

，57

F

　 　 　　

168，752

，79

響罩撃章
…

］
・學

206 ．06　　 17 Fig．9

　た 結果 、 次の こ とがわ か っ た 0

　1）　無強化 の Baseline と強化 の Conditioningの 二

つ の 条件間に は 、3 名 と もに 有意差が ある Q

　　 S ・1　 ；　 t ＝8．064 　　P く0．OOI

　　N ・S 　；　t ：＝4．453 　　P く 0．001

　　 S ・H 　；　t ＝14．109 　 P ＜ 0．001

　2）　Conditioning と無強化 の Extinctionの 二 つ の

条件間に も、
3 名 と もに 有意 な差がある 。

　　S ・1 　； 　t ＝＝　5．540 　 P 〈 O．OOl

　　 N ・S 　； 　t ＝L187 　 P ＞ 0．2

　　 S ・H ；　t ＝−0．105 　 P ＞0．9

　3） 同 じ無強化の Baselineと Extinction で は 、被

験児 S ・1を除い ては 二 つ の 条件間に 有意差は み られな

い 。

　　 S 。1　 ∋　t ＝2．524 　　P 〈 O．05

　　N ・S　；　t ＝ L187 　　P ＞ 0．2

　　 S ・H ；　t −−O．105 　 P ＞ O．9

従 っ て 3 名と も Baselineの 時 よ り強化 刺激を受けた時

3

2

1

｝÷÷穿］
・串

Fig．10
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…

田甲
7　　8　　9　10　11　12　13　14　15　16　17　！8
L＿」 　L 　L 　一

　 3　　　4　　　 5　　　6

の 差 の よ うに 思わ れ る Q

Fig．11

　Table 　3 に 示 した 3 分間 の 平均値 を ブ ロ
ッ ク 別 に 追 っ

て い っ た も の が Fig．9 、10
、
11 で あ る 。

　予想され た よ うに 、ブ ロ ッ ク ご とに 変化過 程 を み て

もi 個人 の 変化カ
ーブ は 類似して い る 。

3 名 と も共通 し

た 特徴点 は、無強化条件 の 第2 日 目の 最後に は落ち こみ

が み られ る こ と と、に 刺激 に 対 して 単純に 早 く反応 して

い る こ と 、 更に 消去期間 で 無刺激 に なれば 、 ま た 落ち こ

ん で い る こ とで ある 。 Vocalizationの 時 と異 る の は 、

落ち こ み 強化期間で の 落 ち こ み が、3 者共ある こ とな ど

で ある 。

　 これ らは 微笑反応が、 Vocalizationよ り、 よ り高 い

社会反応性 の 指標 として の 性格を持 っ て い る とい うこ と

で あろ う。 は じめ 大人に 対 して 敏感 に 反応す る が、無表

情の た め 減退 して しま い
、 さ ら に 社会的な刺激を与えら

れ て 上 昇す る が 、 あ る程度同 じ状態 が 継続す る と再 び 減

退す る 。 こ れ ら 3 名の 被験児 の 微笑反応は 生後20 週 前に

お こ る い わゆ る選択的、社会的な微笑なの で あろ う。

　（3｝ Vocalization と Smiling の 関 係

　被験児 3 名 に お け る Vocali7ation と Smiling は 何

れも社会酌 な 反 応 の 指標 と し て 問題 に さ れ て き た 。

Smilingの 方が早 くか ら重要視 され 、そ の 反応 も発達段

階に よ っ て わ か れ て い る が 、
Vocalization との 相関は

どうで あろ うか 。
Table　3 か らの 平均値 で 個人別に 相関
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図を描い て み る と 、
Fig．12

、
13

、
14の よ うに な っ た 。

　総体的に み て 両者 に 相関が見られ、S ・1及 び S ・H

で は 高 い 相関 を 示 した 。 しか し N ・S に お い て は 、殆 ん

どな か っ た 。 （r ＝O．136）興味深 い こ と は、前 述 の

Vocalization の 強化 の 影響 の 残 りか た と、こ の Vocali・

zation と Smiling の 相関の 高 さ の 程度が一致 し て い る

こ とで ある 。 すなわ ち 、

　 S ・Ii 影響が 残 っ て い る …・…・・…相関が 高 い

　 S ・H ；影響が や や残 っ て い る・・…・
椙関が あ る

　 N ’S ； 影響が 残 っ て い な い ………相関が な い

とい う関係 が見出せ る 。 こ こ で Vocalization の 項 で 指

摘 し た   〜  の 問題 点に ふ れ て み た い と思 5。す なわ

ち、  強化 の 影響 の 残 りか た は 被験児の 年令に よ る の

か、  被験児の 発達 （指数） に よ り影響の 残 りか た が 異

な っ て くる の か 、  被験児の 社会的反応性 の 程 度 に よ る

の か 、  被験 児 の 性格、素質的 な もの が影響す る の か と

い うこ とで あ る 。

　  　S ・1 は 5 カ 月 児、S ・H は 3 カ月児、は N ・S

4 ヵ 月 児 で あ り、生 活年令に は 大 きな 関係 が な い よ うに

思 わ れ る 。

　   　実験当時 、 S ・1 は DQ95 、
　 s ・H は DQ108 、

N ・S は84で あ っ た 。 こ れ を発達年令 に お きか え る と、

S ・1 は 0，48、S ・H は 0，32　 N ・S は 34で ある 。
　 S ・

H とN ・S の 発達年令は 大差ない 。 従 っ て 影響 の 残 りか

た は、そ の 発達段階に 関係 し、 それ が 高い ほ ど影響が 残

りや す い の で は な い か と思わ れ る 。

　   　こ れ は Smilingと Vocalizationの 相関に 関係 し

て く る よ うで あ る 。 何れ も社会的反応 の 指標 と し て、特

に 前者 は頻繁に と りあげられ て い る 。
Gewirtz に よれ

ぽ 、 微笑反応 は 自発的反射的微笑 と 、 社会的微笑 、 選択

的社 会的 微 笑 の 3 段 階 に な っ て 発 達 をす る とい う。 し か

も選択的社会的微笑 の 第 3 段階 は 生 後20週前 に は じま る

と し て い る 。 本実験 の 被験児 の 微笑反応 は こ の 段階 に あ

る と思わ れ る 。

一
方 、

Vocalization の 社会 反 応 は 、微

笑反応 に 比べ そ の 発生時期 が 遅 い 。 従 っ て Vocalizati−

on が 微笑 反応 の 発 達 段 階に
一

致す る 。 す な わ ち 、
二 つ

の 相関が高い 被験児は Vocalizationの ：社会的反応 と し

て も発達した 段階 に あ り、その た め全 く刺激を与えら

れ な くな っ て も、そ の 効果 を 持 ち得た の で は な い か と考

えられ る 。

　   　社会反応性 や、発達段階などすべ て の 因子が 含 ま

れ て は い る が 、 対象児の 気質的なもの に も左右 され る の

で は ない か と考えられ る 。 特 に 活発度 な どの 点に お い て

S ・1は著 る し く、S ・H もか な り見 られ た が 、　 N ・S

11

に は 殆んど見 られなか っ た 。 活発なもの は強化刺激が終

っ て も、更に 愛撫 を 受け よ うと、無表情 な実験者 に 向 っ

て さ か ん に vocalize す る 。 こ れが効果 の 残留 とな っ て

現 わ れ た の で は な い か と思わ れ る 。

　以 上 の 41点 は 、何れ も 3 名 とい う少 数の 結果 よ り推測

した こ とで あ るか ら明言で きな い 。
こ の 点の 究明に つ い

て は 今後 の 課題 と した い 。

　 〔4｝ Emotional 　 reaction の 検討

　対象児全 体 の 1 ブ ロ ッ ク 内の emOtienal 　 reactlOn の

出 現合 計 数を も とee　1 日の 平 均 出 現 数 を 示 す と Fig．15

の よ うで あ る 。
＞ocalization

，
　Smiling 同様に 、社 会的

25

20
　
　

　
　
15

　

情
緒

的
反

応

出
現
数

10

5

1　　 2 　 　 3　　 4 　　 5 　 　 6 （日 ）

　 　 　 　 Fig．15

Table 　 13　Emotional 　Reaction の 実験効果 の 検討

Source

CQnd 貢tiQns

OrdersError

Total

SS df

40．5546

．1946

．39

25lo

MS F

20．289

，244

．　64

　 　 　 …

133．13「　　 17
　 　 　 1

　 　

4．371

．99

刺激 を 与えた Conditioning の 3．4 日 目に 急激 な 増加 を

して い る 。
Table　l3 は、そ の 検討結果 で あ る 。

　測 定順序 に よ る 変動は な く、 実験 の 条件 は 5 ％水準 で

有意で あ る 。 Vocalization、
　Smiling に 比べ

、 有意水準

は 低 い 。 前 と同 じ手法で 条件を対に し て そ の 間の 差 を t

テ ス ト で 検討す る と次 の 通 りで ある D

　1）　無強化の Baseline と 刺激強化 の Conditioning

と の 条件間の 差 は 有意で あ る Q （t ＝3．218　 P ＜ 0．01）
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　2（　強化の Conditioning　と、無強化 の Extinction

の 二 つ の 条件 差 は 有意 で は な か っ ：た 。　（t ＝1．207

P ＞0．1）

　3） 無強化 の Baselineと Extinction の 条件間 の 差

は あ る が、あ ま り信頼度 は 高 く な い 。 （t ＝2．011
、
0．

05く P ＜0．1）

　以上 か ら Emotional　 reaction は 、
　 Conditioning 期

間に お い て 最 も増加 し、 ま た Extinction の 期間 で 減少

は す る が、依然 と して 高 い こ とが わ か っ た 。

　 こ の 結 果 は Rheingold や他 の 実験 な どの 結果 と くい

ち が っ て い る 。 す なわ ち こ れ らの 研 究 で は Emotional

reaction は 消去期間に 最 も多い こ とが 示 され て い る。こ

の くい ち が い の 要因は 、
EmotiQnal 　 react ．’lon の 観察 に

対する本実験 の 問題点に よ る もの が多 い と考 えられ る 。

Fig．16 で 明 らか な よ うに 、そ の 個 人 別 カ
ーブ は 、　 Voca ・

lizationや Smiling の 時 の 様 に 互 い に 類似 した も の で

は な く、全 く逆 の パ タ ーソ や、異 な っ た カ
ーブ を 示 して

お り、 条件 に よ っ て も、乳児に よ り異 な っ た 反 応 を して

い る こ とが わ か る 。 こ れ らを 平均化 して 処理 す る こ と

は 、 妥当で は な か っ た か も しれ な い
。 現象的 に な ら ざ る

を えな い が、対象児 の情緒反応は 、 性格的 な もの の 直接

の 反映 の よ うで あ り、勝気、行動 的 な感 じを 受ける S ・

H は 、強化刺激に あ きた らず 、
3 日目に 激 し く crying

し、ま た温和 、 積極的 な 、
C ・1 は 消去期間 に 以前 の よ

うな愛撫 が受け られ な い と感 じ る や 、 異常な 興 奮状態を

示 した 。 ま た 内向的 、 消極的なN ・S は 、条件期間 に わ

ずか な喜び を表わ した が 、 消去期間に 入 っ て も情緒的な

50

40

30

20

10

1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6

Fig．16

反応 は 殆 ん ど示 さ なか っ た o

　た だ 厳密 な情緒反応過 程 の 分析 に つ い て の 充分 な検討

は 、 対象児 を もっ と選択 で きる状況 で今
一

度 検 討 し た

い o

　　　　　　　　 V 　要　　　　　約

　 1．　 問　　　題

　出生 後、 早期 に 施設 に 入所した 乳児の 精神発達で 最も

特徴的な こ とは 言 語発 達 の 遅 滞で あ る。こ の こ とは 従来

ホ ス ピ タ リ ズ ム の 問題 と して広 く論議 され て来た 。
こ の

研究 は か か る 施設乳児 の 発達過程に お い て 、 言 語発達遅

滞が 生 じ、こ の 遅 滞 の 発達 の 促進を 目的 と した 刺激強化

を行な うこ と に よ り、 乳児 の 健全な言語機能 の 素地を培

うこ とが で きるで あろ うとい う仮設を 検証 す る の が 目的

で あ る。

　2． 方　　　法

　（1 ） 対象児 ・生後一カ 月 以 内 に 乳 児院 に 入所 した 乳

児 で 、C ・A3 ヵ 月 i　 4 ヵ 月、5 ヵ 月 の 男児 3 名が 実験

の 対象となっ た 。

　（2 ） 実験手続き・実験 は次の 三期に わ か れ る 。

　無強化条件期間 （Baseline） 2 日間

　最 初 の 2 日 間、実験者は 乳 児 の ベ
ッ ドの 傍に 立 ち、無

表唐なま まに 乳児の 顔を 眺 め る 。 観察者 は 乳児 の 発声、

表情 を細 か く記 録す る 。

　条件づ け期間 （Conditioning） 2 日間

　次 の 2 日間、実験者 は 乳 児 が Vocalization を お こ な

っ た と き直ち に   は っ きりと微笑を 見せ
、   「よ し 、

よ

し」 と 3回や さ し くい い
、   乳 児 の 顔 を 軽 くさわ る とい

う順序 で 社会的刺激強化を 行 な う。

　消去期間 （Extinction） 2 日間

　最後の 2 日間は 無強化条件期間と同様 に 実験者は 乳児

の Vocalizatien に 反応す る こ とな く無表肩に 立 っ て い

る 。

　以上 の 手続 きに 従い 、各期間 に 乳児が 示 した Vocoliz・

ation を 中心 的測定単位 と し、そ の 他の 随伴反応 と して

Smiling，　Emotional　 reaction を観察した 。

　3． 結　　　果

　（1 ） 何れ の 乳児に お い て も実験条件が V 。 calization

の 出現 に 与える影響は 1 ％水準で 有意で あ っ た。

　（2 ）　Vocalization は Conditioning の 期間 に 最 も

増加 し 、
Extinctionの 期間に お い て も保持され る 傾 向

に あ っ た 。

　（3 ）　実験条件 に よ る　Vocalization の 増加 は、、個 々

の 乳児に お い て 若干 の 個人差 が ある が、そ の 差は 総体的

発達と関連 が ある よ うに 思わ れ る 。
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　（4 ） Vocalizatioriと同様 に Smiling　reaction も実

験条件 に よ っ て著るしく変化した 。 すなわ ち、条件づ け

期 間 に 反応数は 急激 な増 加 を 示 し た 。

　（5） Vocalization と SmiHng の 関係を分析す る と

3 名 の うち 2 名は 高 い 相関が あ り、
1名 は 低 か っ た 。

そ の 理由に つ い て 幾つ か の 条件 が 考察 され た 。

　こ の 研究 に 協力 して くだ さ っ た 北 九 州 市八 幡乳 児院 の

職員の 皆さん と同院長で あ っ た 江崎佐 規先生 に 心 か ら感

謝い た します 。 また終始熱心 に 御校閲を まわ っ た大阪教

育大学教授神山五 郎先生 に 深甚な謝意を表 し ます。
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STUDY  ON  LANGUAGE  DELAY  IN  THE  INSTITUTIONALIZED  CHILDREN

     
-SOCIAL

 REINFORCEMENT  OF  INFANT,S  VOCALIZATION-

           TATUO  SAKAMOTO  TIZUKO  GOKAMI                                    '

          (Osalea i(3,odeu University) (Asakayama Schoolfor  Delicate Children)

Problem

    The  delay in the  language  development
is one  of  the characterieristics  of  the mental

development  in the children  who  are  institu-
tionalized in the early  life after  the birth.
This  problem  has been discussed as  

tthospital-

ism," The  purpose  of  the present  study  is to
verify  the possibiliy of  prevention  of  the
langtiage delay by  reinforcing  socially,  and

of  the  normal  language development  in such
institutionalized children.

Methods

    (1) Subjects: Three  male  infants aged

3months, 4months,  and  5months  were  insti-
tutionalionqlized  within  one  month  after  the
birth.

    (2] Procedures: six-day experimeht  is
devided  into the following three  periods  :

   B.ase 1.ml e  period (first two  days): The
experimenter  still beside the infantts bed, and
looks at  infantts face without  any  expression

on  her face,

   Cop.d. itioning period  (next two  days) : The

experimenter  gives kinds of  rewards  to  the

infant's vocalization.  The  rewards  as  follows:
(a) broad smile  right  after  the vocalization,

(b) three  soft  utterances  of  
S"yoshi,"

 and

(c) light touch  on  the infantts face.

   Extlp..ction period (last two  days) : The

  experimenter  stands  still beside the infant's

  bed without  any  facial expression  like base

  1ine period.

     In each  period, the observer  records  the

 vocalization  and  facial expression  of  the  infant
 in detail. Main  measure  is vocalization  shown

 by  the infant, and  smiling  and  emotional

 reactions  are  also observed  in terme  of  frequ-

 ency.

 Results

     1. Frequency  of  vocalization  in conditi

 oninf  period was  significantly  higher in any

 infant at  the 1%  level of  significance.

     2, Vocalization inereased at  the most

 in cenditioning  period and  the  tendency

 remained  in extinction  period.
     3. Increasement  of  vocalization  in condi-

 tioning  period  differred in each  infant. The

 difference seemed  to ce  associated  with  the

 over-all  development of  the  infant.

     4. Smiling  response,  like yocalization,

 highly increased in frequency  in conditioning

 period,

     5. Two  infants showed  high correlatiop

 and  smiling  response.


